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総
務
委
員
長
就
任
の
ご
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 

理 

事 
 

岩 
浪 

岳 

史 

（
岩
浪
建
設
㈱ 

常
務
取
締
役
） 

今
年
度
よ
り
総
務
委
員
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
若
輩
者
ゆ
え
至
ら
な
い
点
も
あ
ろ
う
か
と

存
じ
ま
す
が
、
誠
心
誠
意
務
め
ま
す
の
で
、
ご
指

導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

今
年
度
の
総
務
委
員
会
運
営
に
あ
た
り
、
佐
久

間
理
事
長
に
よ
る
当
組
合
の
平
成
二
十
年
度
基

本
方
針
を
改
め
て
確
認
し
ま
す
と
「
西
多
摩
地
域

社
会
に
対
す
る
組
合
と
し
て
の
社
会
貢
献
」
、

「
新
規
加
入
組
合
員
の
確
保
」
そ
し
て
「
暴
力
団

等
排
除
協
議
会
の
活
動
充
実
」
が
直
接
当
委
員
会

に
関
わ
る
事
柄
と
思
わ
れ
ま
す
。 

地
域
社
会
へ
の
貢
献
は
、
西
多
摩
に
根
を
張
る

我
々
中
小
建
設
業
者
に
と
っ
て
、
そ
の
存
在
意
義

と
も
な
り
得
る
重
要
な
活
動
で
す
。
東
京
都
と
の

災
害
応
急
対
策
協
定
締
結
以
外
に
も
、
建
設
業
者 

 

の
必
要
性
を
地
域
住
民
の
方
々
に
直
接
感
じ
て

頂
け
る
活
動
を
、
組
合
員
の
負
担
と
な
り
過
ぎ

な
い
形
で
検
討
し
ま
す
。 

新
規
加
入
組
合
員
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
昨

今
の
経
済
情
勢
か
ら
し
て
も
難
し
い
面
が
あ
り

ま
す
が
、
引
き
続
き
情
報
収
集
を
進
め
て
行
き

ま
す
。
ま
た
昨
年
度
か
ら
本
格
的
に
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
「
賛
助
会
員
制
度
」
に
つ
き
ま
し

て
も
、
会
員
増
を
含
め
一
層
の
拡
充
を
図
っ
て

参
り
ま
す
。
組
合
員
と
賛
助
会
員
は
共
存
共
栄

を
目
指
す
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
の
認

識
で
お
り
ま
す
の
で
、
新
規
加
入
組
合
員
の
情

報
収
集
と
併
せ
、
更
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。 

 

暴
力
団
等
排
除
協
議
会
は
来
る
十
月
、
第
三
回

総
会
を
執
り
行
い
ま
す
。
警
視
庁
、
各
所
轄
警
察

署
の
ご
協
力
の
も
と
、
有
意
義
な
内
容
の
講
演
が

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環
境

を
守
り
続
け
る
為
、
多
数
の
皆
様
の
ご
出
席
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
他
社
団
法
人
化
の
問
題
や
新
規
収
益
事

業
の
検
討
等
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
が
、
委
員
の
顔
ぶ
れ
も
一
新
し
、
こ
れ

か
ら
の
建
設
業
を
真
剣
に
考
え
、
活
動
出
来
る
メ

ン
バ
ー
が
揃
い
ま
し
た
。
歴
史
あ
る
西
建
協
の
健

全
な
る
継
続
を
目
指
し
努
力
す
る
こ
と
を
お
誓

い
申
し
上
げ
て
、
総
務
委
員
長
就
任
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

◇
西
多
摩
地
区
建
設
業
界
暴
力
団
等
排
除
協
議
会
◇ 

研
修
（
講
演
）
・
総
会
の
開
催
お
知
ら
せ 

月
日 

 

平
成
二
十
年
十
月
九
日
（
木
） 

 

会
場 

 

羽
村
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

ゆ
と
ろ
ぎ 

小
ホ
ー
ル 

 
 

○
研
修
（
講
演
）
十
四
時
～ 

 
 

 
 

講
師
・
警
視
庁
組
織
犯
罪
対
策
第
三
課 

管
理
官 

ビ
デ
オ
上
映
・
他 

 

○
総
会 

十
五
時
四
十
五
分
～
十
六
時
二
十
分
（
予
定
） 

 

暴
力
団
等
の
介
入
し
な
い
明
る
く
健
全
な
建
設
事
業
の
環
境
づ
く
り 

を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
一
体
化
し
た
「
暴
力
団
排
除
組
織
」
を
結
成
、 

西
多
摩
地
区
建
設
業
者
が
警
察
や
暴
追
都
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
各
関
係
機 

関
と
緊
密
な
連
携
の
下
、
暴
力
団
等
か
ら
の
不
当
要
求
を
排
除
し
て
、 

資
金
源
遮
断
に
努
め
て
行
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

 

尚
、
加
入
詳
細
に
つ
い
て
は
、
西
建
協
事
務
局
に
連
絡
さ
れ
お
聞
き 

下
さ
い
。 

 

＊
加
入
希
望
者
は
随
時
受
け
付
け
中 

 

（
加
入
申
込
書
は
希
望
者
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
致
し
ま
す
） 

 
 

 

＊
年
会
費 

一
千
円 

＊
加
入
受
付
場
所 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
事
務
局 

＊
研
修
会
当
日
会
場
に
て
加
入
受
付
を
い
た
し
ま
す
。 

 

緊
急
道
路
啓
開
路
線
巡
回
点
検
訓
練
を
終
え
て 

二
時
間
で
七
十
路
線
、
１
７
２
㎞
を
点
検 

 
 
 

災
害
対
策
特
別
委
員
会 

 

平
成
二
十
年
九
月
一
日
（
月
）
午
前
八
時
よ
り

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
に
加
入
し
て
い
る
全
社

に
よ
り
、
緊
急
道
路
啓
開
路
線
巡
回
点
検
訓
練
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。 

訓
練
内
容
は
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
が
東
京
都

知
事
と
結
ん
で
い
る
道
路
啓
開
作
業
に
基
づ
く
協

定
に
よ
り
、
西
多
摩
建
設
事
務
所
の
指
定
す
る
啓

開
路
線
を
組
合
員
会
社
が
受
け
持
ち
を
決
め
て
緊

急
災
害
発
生
時
に
巡
回
点
検
を
行
な
う
と
い
う
内

容
で
す
。 

当
日
午
前
八
時
の
発
災
時
刻
後
速
や
か
に
各
社

が
受
け
持
ち
路
線
を
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
、
徒
歩

な
ど
の
交
通
手
段
を
持
っ
て
点
検
し
、
西
多
摩
建
設

業
協
同
組
合
の
災
害
対
策
特
別
委
員
会
に
報
告
す

る
と
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
巡
回
路
線
は
七
十
路

線
、
延
べ
の
巡
回
距
離
は
約
一
七
〇
㎞
、
出
動
会
社

四
十
社
の
陣
容
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

午
前
八
時
二
十
五
分
か
ら
組
合
事
務
所
に
設

置
さ
れ
た
、
災
害
対
策
本
部
に
報
告
の
電
話
が
入

り
始
め
、
午
前
一
〇
時
に
は
電
話
と
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
の
全
路
線
に
わ
た
る
点
検
表
の
受
信
と
完
了

報
告
が
終
了
し
ま
し
た
。
二
時
間
の
間
に
西
多
摩

地
域
の
主
要
幹
線
道
路
を
巡
回
し
点
検
を
終
え

た
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。 

主
要
の
都
道
以
外
に
も
市
町
村
道
、
国
道
な
ど

を
含
め
西
多
摩
地
域
に
は
膨
大
な
距
離
の
道
路

等
が
存
在
し
ま
す
。
地
域
の
一
員
と
し
て
生
き
る

西
建
協
の
組
合
員
会
社
は
そ
れ
ら
の
全
て
の
災

害
に
対
応
す
る
社
会
的
責
任
を
負
っ
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
で
作
っ
た
道
路
、
自
分
の

住
ん
で
い
る
町
、
地
域
社
会
の
中
で
建
設
業
の
社

会
的
責
任
を
果
た
し
つ
つ
生
き
る
。
こ
の
こ
と
の

重
要
性
を
認
識
し
て
今
後
も
巡
回
訓
練
等
を
実

施
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

サ
イ
ド
か
ら
の
文
面
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
西
建
協
の
運
営
に
携
わ
る

立
場
と
な
っ
た
今
、
自
分
自
身
を
高
め
、

組
合
員
皆
様
に
少
し
で
も
お
力
添
え
が

出
来
る
よ
う
精
進
し
て
参
り
ま
す
。 

 

最
後
に
、
今
回
の
通
常
総
会
に
よ
り

自
社
社
長
の
監
事
解
任
と
な
り
、
役
員

の
皆
様
・
組
合
員
の
皆
様
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
社
長
に
変
わ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
社
長

共
々
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

 

理
事
就
任
の
ご
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 

武 

田 

雅 

由 

（ 

㈱
武
田
組 

専
務
取
締
役 

） 

 

こ
の
度
、
第
四
十
二
回
西
多
摩
建
設
業
協

同
組
合
通
常
総
会
に
お
き
ま
し
て
理
事

の
選
任
を
受
け
ま
し
た
武
田
で
す
。
私
の

よ
う
な
若
輩
者
が
大
役
を
引
き
受
け
る

事
に
な
り
、
大
変
戸
惑
い
を
感
じ
て
お
り

ま
す
が
、
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努

力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

昨
今
、
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
が
囁

か
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
の
夏
は
ゲ
リ

ラ
豪
雨
と
言
わ
れ
る
集
中
豪
雨
が
全
国

各
地
で
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
西
多
摩
に

も
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
ゲ

リ
ラ
豪
雨
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
温

暖
化
・
異
常
気
象
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
出

来
事
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

治
山
・
河
川
・
下
水
工
事
な
ど
、
私
達
の

身
の
回
り
の
工
事
に
被
害
を
及
ぼ
し
か

ね
な
い
こ
の
豪
雨
に
、
一
早
い
情
報
収
集

が
必
要
で
す
。
現
在
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯

電
話
で
何
処
で
も
多
く
の
情
報
を
得
ら

れ
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
東
京
都

下
水
道
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
東
京
ア
メ

ッ 

ッ
シ
ュ
な
ど
は
、
百
二
十
分
前
か
ら

の
降
雨
の
強
さ
・
位
置
な
ど
が
分
か

り
、
工
事
を
安
全
に
行
う
上
で
よ
り

良
い
情
報
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。 

今
後
、
台
風
な
ど
も
大
型
化
が
予
想

さ
れ
被
害
の
規
模
が
大
き
く
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
い
ず
れ

起
こ
る
地
震
災
害
。 

組
合
に
は
道
路
管
理
者
と
災
害
応

急
対
策
協
定
が
あ
り
、
情
報
の
共
有

と
近
隣
業
者
協
力
の
元
、
地
元
地
域

で
営
む
者
と
し
て
災
害
発
生
時
に

は
、
迅
速
な
対
応
と 

復
旧
作
業
に
取
り
組 

み
、
地
域
貢
献
に
勤 

め
て
い
き
た
い
と
考 

え
て
い
ま
す
。 

ま
だ
ま
だ
、
現
場 

 

  

◇
記
事
一
部
訂
正
の
ご
案
内
◇ 

八
月
号
二
面
掲
載
の
代
表
者
氏
名
の
記
載
違
い 

が
あ
り
左
記
改
正
と
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

㈲
師
岡
建
材 

（
奥
多
摩
町
大
丹
波
七
二
六
） 

 
 
 
 

代
表
取
締
役 

 

師
岡 

学 
 



 西多摩建設業協同組合  広報委員会   ＦＡＸ ０４２８-２２-５４２０  平成２０年９月１０日  第１７０号 （２） 

                                                                       

       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 特 集 ◇ 多摩川に掛かる橋  第２１回 

◎圏央道多摩川橋  

  首都圏中央連絡自動車道の多摩川に架橋。青梅市・羽村市の境に

位置（平成１４年３月にこの区間開通）。景観の配慮からシンプル

な構造とされた。川の中州の生態系保持のため架設工法や資材に留

意された。時代感覚にマッチした壮大な景観を放っている。 

友田水管橋より上流 300ｍの位置に平成元年着工された。 

圏央道多摩川橋（上下 2 層構造）～青梅 IC 間は圏央道既開業区間

でほぼ唯一「市街地を回避できなかった」区間であり、その為多摩

川橋・青梅トンネルは上下 2層構造になっており、市道の下に上下

2層のトンネルを NATM工法で掘削した巨大トンネルです。 

 

＊橋種：高速自動車道 

橋長＝352.2.0ｍ、 

道路規格 第1 種3 級B 規格 

設計速度 80 km/h 

橋梁形式 鋼4 径間連続曲線ダブルデッキトラス 

上下２階建構造 

橋長 352.200 m  有効幅員 9.750 m × 2 

平面線形  

R = 1 000.0 m 

横断勾配 4.50％  

縦断勾配 0.94％ 

床  版  

RC 床版厚 220 mm 

施工年月：平成 13 年 3 月 

日の出ＩＣ開通 

平成 14 年 3 月 29 日 

 

 

 

 ８ 月 事 業 報 告  

５日 若手経営者の会 役員会 

７日 事業委員会  

８日 広報委員会１６９号編集発行 

13 日～15 日 会館休館 

１９日 総務委員会 

２１日 あきる野地区委員会  

２７日 経営講習会 

２７日 理事会 

 ９ 月 事 業 計 画  

１日 道路啓開協定業者の自主的 

   出動・緊急巡回訓練実施 

    午前８時～１０時 メイン会社 

５日 広報委員会１７０号編集発行 

 ８日 三多摩建設業連合会 

   平成２１年度東京都予算等に対する

要望書提出及びヒヤリング 

１２日 労働衛生週間説明会 

時間 午後２時～４時  

会場 羽村市ゆとろぎ２階講座室 

（西多摩分会） 

１６日 総務委員会 

１７日 正副理事長会・理事会 

２８日 若手の会 研修視察（１泊） 

 

〈１０月予定〉 

９日（木） 西多摩地区建設業界暴力団等

排除協議会、研修（講演）・総会 開催 

２５日（土） 第１６回地区別対抗ソフトボ

ール大会 開催 

  会場：青梅市 

 

   友田水管橋  後ろは圏央道多摩川橋 

     

◎友田水管橋 

 東京都小作浄水場より、青梅市長淵配水池に送水す

る径 90cm と 60cm の水管を支える橋。上空に描く

切円の頂高は 18ｍ。 

水管上の歩道は点検用で、以前の狭かった多摩川橋

の歩道の役目をしていたようだ。 

用途：水道   

橋長＝125.0ｍ、 

歩道＝3ｍ 

構造：アーチ橋  

トラスド・タイド  

下路 

 下部：橋台２基 

施工年月：昭和５４年８月    

水面まで１０ｍ 

 

 賛助会員ＰＲコーナー №６  

 

福生コンクリート工業株式会社 

代表取締役 山 崎 順 一 
 

平素より西多摩建設業協同組合の皆様には格別のご高配を賜り厚く御礼申し

上げます。 

 弊社では、組合員の皆様に工場生産する土木用コンクリート二次製品はもとよ

り、関連する資材を含め、より良い製品とサービスの提供そして迅速な対応を日

頃より心がけております。 

 又経営理念として揚げる「正直・謙虚・礼儀正しく」をモットーに少数精鋭集

団と活気に満ちた職場作りの構築を目指しております。 

 ご賢察の通り公共建設投資の削減や原材料の高騰など先行き不安な面もあり

ますが、品質管理の向上と安定供給確保に努めてまいる所存でございます。 

 今後共変わらぬご支援とご指導の程何卒よろしくお願い申し上げます。 

最後になりましたが組合員の皆様のますますのご発展とご健勝をお祈りしま

して、略儀ながらご挨拶とさせていただきます。 

 

商号  福生コンクリート工業株式会社 

所在地 〒197-0011 

      東京都福生市福生 3256 

ＴＥＬ 042-551-1521 

ＦＡＸ 042-551-1543 
ＪＩＳ認証番号 ＧＢ0307272  

 

 

 

 

 

手前より 

・多摩川橋 

・友田水管橋 

・圏央道多摩川橋 

 


